
宇和海ねずみ島付近のタイドプールの魚類

教諭  辻 幸  ― (理科)

は  し め  に

岩礁性海岸では、千潮時に海の一部が磯に取 り残された形でタイドプール(潮だまり)と呼ばれる

環境が現れる。そこには様々な海岸動物や小型の魚類が生息しており、磯の生物観察に適した場所

となっている。このような磯浜のタイドプールに生息する魚類については、秋山(1983)に より代

表的な48種が紹介されている。愛媛県内でも各地から断片的な報告はあるが(辻 :1986、1993b)、

まだまだ未調査の部分が多い。筆者は以前からタイドプールに生息する魚類に興味を持っており、

本校赴任以来:八 幡浜市ねずみ島付近で調査を行ってきた。調査は現在も継続中であるが、ここに

発表の機会を得たので、1992年3月 から1993年8月 にかけて得られた結果を報告する。

調査地の概要および調査方法

ねずみ島は八幡浜市の南西約 55ん″に位置する周囲約 600″程度の小さな島で、千潮時には砂州

により陸続 きになる(図 1)。 島の西岸に岩礁性の磯が発達し、千潮時にはこの付近に多くのタイ

ドプールが出現する(写真 1、 2)。 タイドプールの規模は全体に小型で、幅は最大でも1～ 2″程

度で、水深は50翻以浅であった。調査は1992年3月 から1993年8月 まで春から夏にかけて、大潮に

近い日の昼間の干潮時に7回 実施した。採集には主に手網を使用し、タイドプールの海藻や砂の間、

転石の下などを重点的に調べた。また、千潮時に露出した砂や砂利の中からも採集した。

採集した魚類は直ちに冷凍保存し、後日解凍してカラー写真を撮影後、10%ホ ルマリン水熔液で

固定し保存した。

図 1 調査地点の略図
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写真1 ねずみ島遠景              写真2 ねずみ島西岸岩礁域

調 査 結 果

今回の調査で採集した魚類は3目 8科 17種であった。表 1に採集 [|と種類毎の採集個体数および

体長(全長)範囲を示した。

以下に採集した魚類について簡単に説明する。種の同定および配列は益田他編(1988)に従い、学

名と分布域などは中坊編(1993)に従った。

硬骨魚綱 Osteichthyes

スズキロ Perciformes

メジナ科 Girellidae

l.メ ジナ GJγθιια ρaπcιαια Gray 写真 3

本種は琉球列島を除く日本各地に広く分布し、沿岸岩礁域ではよく知られた魚である。成魚は

全長50翻以上に成長し、宇和海ではグレ・クロイオなどと呼ばれて釣りの対象魚として有名であ

る。幼魚がタイドプールでよく見られる。調査地では幼魚を1尾採集した。

ハゼ科 Goblidae

2 イソハゼ EυJοια αbαχ(IOrdan et snyder)写 真 4

イソハゼ属の魚類は宇和海南部の枝サンゴの枝間などでもよく見られるが(辻 :1990)、その中

でも本種は最も北まで分布する種である。ハゼ科魚類の特徴は、左右の腹鰭が癒合して吸盤状に

発達することであるが、本属魚類の腹鰭は癒合せず吸盤を形成しない。本種はタイドプールや岩

礁性の海岸で普通に見られる小型のハゼで、体側の朱斑が美しい。調査地では成魚を2尾採集し

た。

3_ド ロメ CんαSπJcんιんνs,aιοsas(Guichenol) 写真 5

本種は日本各地のタイドプールや岩礁性海岸に生息する代表的なハゼ科の 1種である。調査地

ではほぼ毎回採集することができ、幼魚から成魚までかなり多く見られた。このような場所には

同属のアゴハゼC.dοjcんοクπαιんasも分布している可能性があるが、現在まで確認できていない。

4 セジロハゼ CJαγ″Cr cOsππγas IOrdan et Snyder 写真 6

本種は日本各地のタイドプールや岩礁性海岸に生息する小型の魚である。体は細長く、頭部は

写真 2 ねずみ島西岸岩礁域
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縦扁しているが体の後半は倶1属している。名前の通 り体の背面が自色で、頭部から尾にかけて黒

色帯がある。調査地では成魚を採集した。宇和海からは初めての記録であるが、各地のタイドプ

ールを精査すればもっと広い分布が確認できると予想される。

5 ヒゲ ミミズハゼ Lacjοクοbjas sαJたαJcηs:s Dotu 写真 7

今[国の調査で 5種の ミミズハゼ属の魚類を採集した。本属魚類には第 1背鰭が無く、一般に鱗

も無い。体をくねらせて素早く砂や石の下へ潜 り込む姿が一見ミミズのように見える。本種は採

集した 5種 の中で最も体長が短く、尾鰭基底に黒色線があり、頬部の眼下に髭がある。調査地で

は、千潮時に露出した砂や砂利の間から採集した。本種の分布域はこれまで対馬、山口県～熊本

県となっており、宇和海からは初めての記録である。

6.ミ ミズハゼ L.θaιιαιπs GH 写真 8

本属魚類の中では最も一般的な種で、日本各地の海岸や河口域の石の下ゃ砂の間に生息してい

る。県内では、瀬戸内海側の伊予灘(清水 :1993)や伯方島(辻 :1993b)、 肱川河口域(辻 :1998

a)か らも記録されており、分布域は広い。調査地では他の ミミズハゼ属魚類が多く見られたが、

本種は数個体しか採集できなかった。

7 ヤリミミズハゼ L.ριαιyccρんαιas shiOgaki et Dolu 写真 9

本種は青森県から高矢Π県および長崎県までに分布している希種である。他の ミミズハゼ類に比

べて尾柄が高く、頭部が縦扁してとがっているのが特徴である。調査地では千潮時に露出した砂

や砂利の中から他の ミミズハゼ類に混じって成魚を1尾採集した。宇和海からは初めての記録で

ある。

8 ナンセンハゼ L.2αγυzιas(snyder)写 真 11

本種は青森県から長崎県に分布している希種である。岩礁性海岸の小石層の中に生息する小型

でかなり細長い魚で、腹鰭が無いのが大きな特徴である。調査地では、千潮時に露出した砂や砂

利の間から他の ミミズハゼ類に混じって成魚を5尾採集した。宇和海からは初めての記録である。

9 ミミズハゼ属の一種 L.sp. 写真 10

本種は、体型が細長く尾柄部が高いことなどから、ヤリミミズハゼに似たミミズハゼ属の末記

載種と考えられる(鈴木私信)。調査地では干潮時に露出した砂や砂利の中から他の ミミズハゼ類

と共に採集した。

ヘビギンポ科 Tripterygiidae

10 ヘビギンポ EηηθαηιC喫孵
jaS θιんcοsιοπas(IOrdan et %ale)写 真 12

本種は南日本の岩礁性の海岸に生息する小It」の普通種で、背鰭が 3基 ある。調査地では幼魚か

ら成魚までいろいろな成長段階のものを採集した。

イソギンポ科 Blennildae

ll  イソギンポ Parα bι
“
閉減s yαιαbθj (:Ordan et Snyder)  写真 13

本種は南日本の岩礁性海岸に生息する普通種である。眼上に 1皮弁がある。調査地では幼魚か

ら成魚までいろいろな成長段階のものを採集した。

12_ナ ベカ OmObrαttcんas cιcクαηs(steindachner)写 真 14
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本種は南日本の岩礁性海岸に生息する普通種である。頭部に皮弁は無く、体の後半は黄色で色

素が薄くなっているのが特徴である。調査地では成魚を採集した。

13.ホ シギンポ E2ι O名脇crοごπs s,cιιJルγs,cι′ゴルγ (Iordan et Snyder)写 真 15

本種は南日本の岩礁性海岸に生息する。眼上に細長い皮弁があり、頭部にも短い皮弁がある。

調査地では成魚を採集した。

タウエガジ科 翫ichacidae

14 ダイナンギンポ DjcryOsοπα b%γθcr, van der Hoeven 写真 16

本種は日本各地のタイドプールや岩礁域の転石下によく見られる普通種である。体は側扁し成

魚は体長25翻に達する。体側には 4本 の側線が亀の甲形の網目を形成する。同属のベニツケギンポ

D.rabr勧 ∽caιαιz2ηとは第 3側 線が不連続であることで区別できる。調査地ではさまざまな

成長段階の幼魚を採集した。

ゲンゲ科 Zoarcidae

15_オ オカズナギ ZOαrcんjas maJoγ TOmiyarlla  写真 17

本種は、熊本県天草付近からしか記録の無い希種とされていたが、近年、鈴木 ・宇野(1992)

によって兵庫県香住沿岸から日本海初記録種として報告された。また、瀬戸内海の伯方島の磯か

らも瀬戸内海初記録として報告された(辻 :1998b)。 今回の調査で、本種が宇和海にも生息して

いることが確認でき、かなり広範囲に分布していることがかかった。体は細長 く側扁し、背鰭 。

尾鰭 ・尻鰭は連続してウナギのような体型である。調査地では成魚を 1尾採集した。

カサゴロ Scorpaeniforrnes

アイナメ科 Hexagrammidae

16.ク ジメ ffeχqFammο s agraππas(Temminck et Schlegel) 写真 18

本種は日本各地の沿岸の藻場に生息しており、成魚は体長30"に 成長する。タイドプールには

幼魚が侵入してくる。同属のアイナメ H θιαんjjは 5本 の側線を持つが、本種には 1本 しかない

のが特徴である。調査地では幼魚を1尾採集した。

ウバウオロ Gobiesociformes

ウバウオ科 Gobies∝ idae

17.ツ ルウバウオ 4spasπ Jcん腕ぃ cJcοπJαc(Iordan et Fowler) 写真 190"

ウバウオ類は体の前部が幅広く縦扁し、腹鰭は大きな吸盤を形成している。本種は南日本の岩

礁性海岸の転石下に生息する小型種である。調査地では成魚を 1尾採集した。
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表 1 宇和海ねずみ島付近のタイドプールで採集した魚類

種
1992年
3/21 4/6 6/13 8/12 しを8

合計   体長範囲
1993年

3/12 8/1

メジナ

イソハゼ

ドロメ

セジロハゼ

ヒゲ ミミズハゼ

ミミズハゼ

ヤ リミミズハゼ

ナンセンハゼ

ミミズハゼ属の一種

ヘビギンポ

イソギンポ

ナベカ

ホシギンポ

ダイナンギンポ

オオカズナギ

クジメ

ツフレウバウオ

1

1

4

4

3

1

4

1

8

1

4

11

1

1

5

1

2

96

10

21

3

1

5

18

20

5

4

3

24

1

1

1

57.6 mmBL

226-24 0mmBL

328-82.8 rnrnBL

220-35 3 mmBL

ll.6-33.4 mmBL

166-36.O mmBL

39 8 mmBL

26.0-36.O mmBL

174-35 3 mmBL

ll.8-48.3 mmBL

195-59.3 mmBL

30.1-48.lmmBL

150-57.l mmBL

ll.2-95 2 mmBL

43 2 mmTL

47.8 mmBL

19 6 mmBL

8

1

1

6

1

1

1

6

2

2

1

1

4

察考

TLi全 長、BL:体 長

一般的にタイドプールでは、季節的に現れる磯魚の稚魚と周年見られる定住性の強いハゼ類やギ

ンポ類が多く見られる(秋山 :1983)。 調査地では、磯魚の稚魚はメジナとクジメの 2種だけで、

他の15種はどれもタイドプールかそれに続く磯にすむ定住性の強い種類である。四国の岩礁性タイ

ドプールからは、徳島県牟岐町大島から約20種(藍澤 ・瀬能 :1991)、 瀬戸内海の伯万島や今治の

磯から19種(辻、 1993b)、調査地と同じ宇和海南部の宇和島市堂崎海岸から9種 (辻 :1986)が 記

録されている。採集方法やタイドプールの大きさに差があるので、単純に比較は出来ないが、タイ

ドプールに多くの魚類が生息していることは確かである。各地のタイドプールで最も一般的に見ら

れる魚類はハゼ類とギンポ類である。特にハゼ科のアゴハゼとドロメはタイドプールを代表する魚

種であり、日本各地の磯で見られる。伯方島や今治の磯ではアゴハゼとドロメの両方が確認されて

いるが(辻 :1993b)、徳島県大島ではドロメのみが報告されている(藍澤 ・瀬能 :1991)。 調査地

ではドロメしか確認できなかった。この両種がどのように分布し、すみ分けているかは興味深い問

題である。

今回の調査で、宇和海産魚類目録(辻・平松 :1987)に 記録のない 6種を確認することができた。

特にハゼ科のミミズハゼ属魚類については 4種 (ヒゲ ミミズハゼ、ヤリミミズハゼ、ナンセンハゼ、
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ミミズハゼ属の一種)を 確認し、他にもセジロハゼとォォカズナギを採集した。これらのほとんど

はタイドプールの転石の下や砂中に潜んでいる種であり、今後精査すればさらに種類数が増えるこ

とが1予想される。

今後も継続して調査を続け、他水域との比較ができるようにデータを増やしていきたいと考えて

いる。そして、身近な自然の教材化の一例として 「磯の生物観察」の基礎資料としていきたい。
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写真 3 メジナGjγcιια ρα?2cιαια 57 6mmBL 写真 4 イソハゼ Eν jοια α故意  22 6 mmBL

写真 5 ドロメ CんaSπjc/2ιんys gaιοsas

54 3 mmBL

写真 7 ヒゲ ミミズハゼ Lacj“ οbjas     写真 8

sαJんα」θηsJs       16 4 mmBL

鮮‐

写真 6 セジロハゼ Cιαγfクcr cοSπZγas

30.9 mmBL

I I I

36 0 mmBL

珈輻鐸iiI下耳11■■轟■|
写真 9 ヤリミミズハゼ L.2ιαιyccρんα′2s

39 8 mmBL

ミミズハゼ L.gπιιαιas

写真 10 ナンセンハゼ L.ραγυaιas
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Cl11

写真 11 ズハゼ属の一種 L.sρ

27 6 mmBL

写真 15 ホシギンポ EπιθπαcrOdas

steιJjルγ sECιιjルγ  57.lmmBL

写真 17 オオカズナギ ZοαrcんJαs maJογ

43.2 mmTL

写真 12 ヘビギンポ Eπttθαριcr"」as cιんcοsιοπas

36 4 mmBL

.    :|:|.|■

・

鶴

く ヽ

写真 13 イソギンポ PαγαbιcππJas yα″αb`J 写真 14 ナベカ Omοbrαπcんas eιcθαπs

41.O mmBL                              47.2 mmBL

`r口

J]  ‡:11!l11!||!||lilllll‖
!|‡||||‡量ξlllllll!‡量憲癸]  :‡晨

‐

ツルウバウオ(倶Jtti)スspαsπJcんys

写真 16 ダイナンギンポ DJcινosο7脇baηcrJ

69 2 mmBL

写真 18 クジメ 〃
“
agrαπποs αク斃ππaS

47.8 mmBL

写真 20 ツルウバウオ(背面)写真 19

CιCOη ιαc 19 6 mmBL
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＜正 誤 表＞ 

「宇和海ねずみ島付近のタイドプールの魚類」 

辻 幸一，1994．愛媛県立八幡浜高等学校研究紀要，27 集．38－45．(正誤表は未発表) 

P.39 4 行 

誤 益田他編（1988）に従い、 

正 益田他編（1984）に従い、 

P.40 23 行 

誤 成魚を 5 尾採集した。 

正 成魚を 6 尾採集した。 

P.42 表 1 

誤 セジロハゼ     4 1 0 0 0 5  0 10 

正 セジロハゼ     4 0 0 0 3 5  0 12 

誤 ナンセンハゼ    0 0 0 0 1 1  4  5 

正 ナンセンハゼ    0 0 0 0 1 1  4  6 

誤 ミミズハゼ属の一種 0 0 0 0 0 6 11 18 

正 ミミズハゼ属の一種 0 0 0 0 0 6 11 17 


